
やりがいのある活動をご一緒に！
 支部長　古山 恵子

　このたび支部長を拝命いたし

ました古山です。

　重責に身が引き締まる思いで

すが、幸い東京支部は人財の宝

庫ですので、皆さまの力を借り

ながら精一杯努めてまいる所存

です。2023年度から３カ年の東京支部中期ビジョ

ンは、「変化する社会に対応できる人材育成・活用

と組織運営」です。各部の事業計画が円滑に進むよ

う、新しい体制で精進してまいります。

　先行き不透明な現代において、働く人や職場を支

える産業カウンセラーの役割は重要かつ、やりがい

のあるものと考えます。会員の皆さまとの心理的な

距離をより近づける支部運営を努めてまいりますの

で、どうぞ、気軽に活動に参加していただきたいと

思います。皆さまのご協力とご支援をお願いいたす

とともに、ご意見・提案は大歓迎ですので、いつで

もお声をお寄せ下さるよう、どうぞよろしくお願い

いたします。

すべてがリスタート！ 
―パラダイムチェンジに対応を―
 副支部長　向田 正裕

　2023年５月に新型コロナウ

イルス感染症の位置づけが５類

に移行となり、日本社会全体が

復調傾向にあります。東京支部

含め、協会全体も業務の性質上、

苦しい運営を余儀なくされてきましたが、社会活動

が本格稼働するに併せて、支部事業を再生するリス

タートの時期に立ちました。

　日本の社会構造はAIの活用やDXの導入等により、

急速に大きく変化しようとしています。このパラダ

イムチェンジの中で、社会が、組織が、働く人々が

この協会・支部に期待するものは何かを総点検し迅

速に対応していくことが求められます。それは今回

の東京支部中期ビジョンである「変化する社会に対

応できる」ことと合致します。

　この度私は副支部長を拝命し、４年ぶりに支部活

動に携わることとなり、私自身もリスタートです。

パラダイムチェンジに柔軟に対応しながら、支部運

営の一翼を担えればと気持ちを新たにしています。

どうか皆さまのご理解とご支援を賜りますようお願

いいたします。

温故知新－支部の歴史を越えて－
 副支部長　渡邉 芳郎

　支部の皆さま、こんにちは。

この度、新たに副支部長に拝命

いたしました渡邉です。

　東京支部には２年ぶりの復帰

となります。従前は、４年間事

務局長として支部運営に携わっ

てまいりましたが、今回、コロナ禍明けの変革期に

期せずして、再度、支部運営に携わることとなりま

した。

　表題に書きました「温故知新」とは、従前に学ん

だ事や昔の事柄を再度調べたり、考慮して、新たな

道理や知識を見いだすことですが、協会全体がコロ

東京支部
新役員新任のご挨拶
第18回東京支部総会で承認された支部長・副支部長・事務局長
より、今後の抱負と会員の皆さまへのメッセージをお届けします。



One for all, All for one
 事務局長　堅田 由美子

　2023年6月より事務局長を拝

命いたしました。入職して時間

が短く、まだ不慣れではござい

ますが、１日も早く事務局長と

しての使命が果たせるように努

力をする所存です。

　現在、私もシニア産業カウンセラー養成講座を受

講中ですが、勉強熱心な東京支部の会員の皆さまと

の交流にから大きな励ましをいただいているところ

です。

　これより２年間、支部長、副支部長の下、事務局

員と一緒に「縁の下の力持ち」として、頑張ってま

いります。そのためには、私にとって大切な仲間と

なる事務局メンバーが、安心して働ける職場づくり

も大切であると考えております。

　会員の皆さま、支部運営に関わってくださってい

る方たちとの、たくさんの素晴らしい出会いを楽し

みにしております。明るく楽しく前進したいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

ナ禍で大きな影響を受けたここ数年の変化や、協会

として今後も守っていくべき不変事項を再認識した

うえで、今後の新たな東京支部の在り方を見いだし

ていくことが、我々に与えられた課題と考え、指針

となる最適の言葉として挙げさせていただきました。

　社会環境も変化し、協会全体が大きな変革期を迎

えている中での船出となりますが、皆さま方と力を

合わせてより良い支部運営を図ってまいりたいと思

いますので、どうかよろしくお願いいたします。

不易流行の精神をもって
 副支部長　高橋 恵美

　このたび副支部長を拝命いた

すことになりました。大役を仰

せつかることになり身の引き締

まる思いでおります。コロナ禍

では、外出自粛や営業時間の短

縮要請があり、講座や研修等は

オンライン化を導入するなど急な変更を余儀なくさ

れました。さらには、三密を回避する対策や運営を

考える機会にもなりました。時代の変化に合わせた

急な対応を迫られた時、会員の皆さまや講座を受講

されていた皆さまは、臨機応変に対応するばかりで

はなく、周囲の人々をも気遣っていらっしゃいまし

た。皆さまの柔軟な対応力、思いやりを感じる３年

間でした。

　これからも、産業カウンセラー協会が大切にして

きたものを活かしつつ、時代のニーズに即した運営

を心掛けてまいりたいと思っております。お力添え、

よろしくお願いいたします。


